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芸
一
万
市
民
の
生
活
安
定
と
明
る
く
住
み
よ
い

堅
局
萩
市
を
つ
く
る
た
め
と
れ
か
ら
の
四
年
間

》
市
民
の
与
望
を
担
っ
て
市
政
に
活
躍
さ
れ
る

二
二
十
名
の
市
議
会
議
員
が
、
私
た
ち
の
悔
い

》
の
な
い
一
票
の
行
使
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に

ヤ
決
り
ま
し
た
。
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今 回

60.64％

（346.2執行）

6698沼

(34.4.23執行）

92．91老

(34.11.10執行）

前 回選挙別

参議選
53－45％

（31 .7.8凱行）

5532形

（30.423執行）

87． 1％

(30.11.12執行）

投
票
率

前
回
よ
り
も
上
ま
わ
る

知事及び
県謹選

市議選

大
選
挙
灰
制
に
な
っ
て
初
て

の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
高
萩

市
有
権
者
の
み
な
さ
ま
の
絶
大

な
る
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
前
回

よ
り
五
、
八
％
上
廻
る
九
二
、

九
％
と
好
成
績
を
も
っ
て
終
り

ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
の
特
色
は
、
私

た
ち
市
民
の
生
活
と
語
接
に
む

す
び
つ
い
た
選
挙
で
あ
っ
た
の

で
市
民
全
体
の
政
治
意
識
が
非

常
に
高
ま
っ
た
こ
と
、
地
方
及

び
中
央
の
両
選
挙
に
対
す
る
関

心
の
強
弱
が
あ
り
あ
り
と
表
示

さ
れ
、
結
果
酌
に
投
票
率
に
明

確
に
藩
差
が
生
じ
た
こ
と
、
ま

た
総
体
的
に
投
票
率
が
大
幅
な

上
昇
を
示
し
た
こ
と
で
あ
り
、

中
で
も
婦
人
の
投
票
率
が
伸
び

た
こ
と
で
前
回
に
比
し
て
五
、

五
％
上
昇
、
二
十
投
票
所
の
う

ち
九
投
票
所
で
男
子
を
上
廻
っ

て
お
り
こ
の
穣
極
的
な
熱
意
は

明
る
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
が
終
っ
て
も
す
べ
て
が

終
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

む
し
ろ
出
発
点
と
も
言
え
ま
す

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
選
ば
れ
た

人
も
、
選
ん
だ
人
も
明
る
い
市

政
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
協
力
し
て
よ
り
よ
い
市

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
上
、
開
票
風
景
下
は

市
役
所
前
の
速
報
風
景
）
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ぶ
ん
な
て
読
ん
で
正
し
い
給
付

日
雇
労
仇
者
と

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
随

○
保
険
料
の
納
め
方
・
…
、
．
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
現

日
雇
労
仇
者
が
、
日
雇
健
保
金
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
る
こ

の
被
保
険
者
と
な
っ
た
時
は
五
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
以
内
に
被
保
険
者
手
帳
の
交
○
被
扶
養
者
と
は
…
…

付
申
請
を
し
て
、
手
帳
の
交
付
別
表
に
か
か
げ
て
あ
る
範
睡

を
う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
人
で
、
被
保
険
者
と
同
じ
世

そ
し
て
、
こ
の
保
険
料
は
、
帯
で
、
主
と
し
て
被
保
険
者
の

日
雇
労
仇
者
が
日
雇
健
保
の
通
収
入
で
生
活
し
て
い
る
、
つ
ま

用
事
業
所
に
仇
い
た
と
き
は
、
り
主
と
し
て
被
保
険
者
の
力
で

毎
日
、
こ
の
手
帳
を
事
業
主
に
く
ら
し
評
立
て
て
い
る
と
い
う

提
出
し
、
伽
康
保
険
印
紙
を
ち
↑
」
と
で
、
そ
の
人
に
一
定
の
資

よ
う
付
し
て
、
こ
れ
に
消
印
す
産
や
嘔
業
が
あ
る
等
の
理
由
で

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
回
が
收
人
が
，
あ
り
、
そ
の
收
入

す
。
で
生
活
非
維
持
Ｃ
き
る
よ
う
な

た
だ
し
例
外
と
し
て
日
展
労
人
は
敬
扶
誰
者
に
は
な
れ
ま
せ

仙
者
か
単
業
、
王
に
手
帳
の
提
出
ん
。

を
匝
ん
だ
等
の
理
由
に
よ
り
事
た
だ
し
別
表
枠
（
点
線
）
の

業
主
が
印
紙
を
ち
よ
、
付
す
る
中
の
人
達
は
同
じ
世
帯
で
生
活
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し
て
い
な
く
て
も
主
と
し
て
被

保
険
者
か
ら
仕
送
り
な
ど
で
生

活
し
て
い
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

別
表
に
は
か
か
げ
て
あ
り
ま

せ
ん
が
、
内
縁
の
妻
は
被
扶
養

者
に
な
れ
ま
す
。

ど
ん
な
場
合
に
ど
ん
な
給
付
が

う
け
ら
れ
る
か

一
、
保
険
の
種
類

１
、
療
養
の
給
付
、
養
療
費

（
本
人
の
場
合
）
及
び
家
族

療
養
費
（
家
族
の
場
合
）
日

雇
労
仙
者
か
、
業
務
外
の
事

由
に
よ
る
怪
我
や
病
気
を
し

た
と
き
は
、
保
険
医
療
機
関

に
確
認
を
蚤
け
た
愛
給
費
格

者
票
を
差
し
出
し
て
治
療

（
入
院
に
よ
る
治
擦
も
）
が

壷
け
ら
れ
ず
す
。
た
だ
し
初

診
の
と
き
に
保
険
医
療
機
関

に
一
部
負
担
金
と
し
て
、
四

ｋ

１

Ｊ

、

Ｊ

ｋ

１

１

１

‘

も

Ｐ

Ｉ

１

Ｉ

ｊ

ｆ

Ｊ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｄ

、

Ｊ

１

卜

‐

ｌ

ｑ

Ｊ

Ｉ

、

Ｊ

１

、

ノ

１

１

１

１

り
一
納
税
準
備
は
お
す
み
で
す
か
／

よ
｜
だ
ご
、
所
得
税
オ
ニ
期
期
限
内
に

署
一
分
の
納
税
は
期
九
月
決
算
の
法
人
は
、
土

限
内
に
月
が
確
定
申
告
と
納
税
の
期
限

務
一
本
月
は
、
所
得
税
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
正

税
一
オ
ニ
期
分
の
納
税
の
し
い
申
告
と
あ
わ
せ
て
納
税
に

月
で
、
納
期
限
は
、
十
一
月
末
つ
い
て
も
申
告
と
同
時
に
完
納

日
限
り
で
あ
り
ま
す
。
下
さ
る
よ
う
特
に
お
願
い
い
た

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
御
手
許
し
ま
す
。

へ
は
、
す
で
に
税
額
な
ら
び
に
な
お
徴
收
猶
予
の
制
度
も
あ

挑
込
用
紙
を
お
国
け
し
て
あ
る
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

は
ず
で
す
か
ら
、
そ
の
用
紙
に

よ
っ
角
最
寄
の
郵
便
局
ま
た
住
宅
公
庫
利
用
の

は
銀
行
で
納
税
を
お
願
い
い
た

皆
友
さ
ま
へ
／
、

し
ま
す
。
‐
…
～
ｉ
１
Ｉ
１
く
４
ｊ
く
～
～
‐
く
～
～
～
～
～
》

期
限
に
遅
れ
て
、
余
分
の
負
担
一
整
理
実
施
期

一

の
か
か
ら
ぬ
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
一
川
月
１
日
よ
り

一

一

ご
注
意
願
い
ま
す
。
吃
月
訓
日
ま
で
一

〉

二
、
法
人
税
の
申
告
と
納
税
は
）
ｉ
～
～
‐
く
～
‐
、
く
く
～
１
‐
ｉ
‐
‐
１
１
く
‐
１
，
上

十
六
円
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

被
扶
養
者
が
、
病
気
や
匪

我
を
し
た
と
き
は
治
療
費
の

半
額
を
負
担
し
な
け
れ
は
な

り
ま
せ
ん
。

給
付
の
期
間
は
、
い
ず
れ
も

開
始
の
日
か
ら
数
え
て
一
年

間
で
す
。

な
お
、
急
病
の
と
き
近
所

に
保
険
医
療
機
関
が
な
い
等

や
む
を
得
な
い
事
情
で
保
険

医
療
機
関
で
な
い
医
者
の
治

療
を
受
け
た
と
き
は
、
現
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

２
、
傷
病
手
当
金
へ
本
人
の

場
合
怪
我
や
病
気
で
仕
事
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

休
み
は
じ
め
て
五
日
目
か
ら

十
四
日
間
を
限
度
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

ｓ
、
分
娩
費
、
出
産
手
当
金

（
本
人
の
場
合
）

分
娩
費
：
…
・
お
産
を
し
た
と

き
、
出
産
児
一
人
に
つ
き

二
、
○
○
○
円
支
給
さ
れ
ま

手
。
ノ
Ｏ

）出
産
手
当
金
・
・
…
お
産
を
し

た
と
き
仕
事
を
し
な
く
な

っ
た
場
合
で
、
期
間
は
お
産

の
日
か
ら
数
え
て
才
五
日
目

か
ら
十
四
日
間
が
限
度
で
す

４
、
配
偶
者
分
娩
費

出
産
児
一
人
に
つ
き
一
、

○
○
○
円
が
支
給
さ
れ
ま
す

５
、
理
非
料
（
本
人
の
場
合
）

死
亡
し
た
と
き
の
お
葬
式
の

曹
川
で
、
家
族
が
埋
葬
を
行

っ
た
場
合
は
四
、
○
○
○
川

家
族
以
外
の
人
が
埋
葬
を
行

な
っ
た
時
は
四
、
○
○
○
円

の
範
囲
内
で
支
給
さ
れ
ま
す

６
、
家
族
埋
葬
料

家
族
が
死
亡
し
た
と
き
の
お

葬
式
の
費
用
で
、
二
、
○
○

○
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

二
、
受
給
の
要
件
と
受
給
資
格

の
確
認
こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る

に
は
、
本
人
が
給
付
を
う
け

る
月
の
前
一
ヶ
月
間
若
し
く

は
引
続
く
前
二
ヶ
月
間
に
通

算
し
て
二
十
八
日
分
以
上
又

は
引
続
き
前
三
・
ヶ
月
な
い
し

六
ヶ
月
間
に
通
算
七
十
八
日

分
以
上
の
保
険
料
を
納
め
て

い
る
こ
と
か
必
要
で
す
。
だ

た
し
分
娩
雷
の
場
合
は
お
産

を
し
た
月
の
前
四
ヶ
月
間
通

算
二
十
八
日
分
以
上
の
保
険

料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
以
上

全
国
で
一
八
○
万
戸
不
足
の

上
ま
た
ま
た
台
風
七
号
、
十
五

号
（
伊
勢
湾
台
風
）
で
住
宅
が

早
急
に
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
災
害
地
の
方
々
に

も
、
患
な
さ
ん
と
同
様
明
る
い

家
庭
を
と
望
む
も
の
で
す
。

◎
貴
方
の
毎
月
の
償
還
金
は
建

設
資
金
と
し
て
重
要
な
役
割

を
は
た
し
ま
す
。

◎
沸
込
み
は
泌
ず
期
日
ま
で
取

扱
い
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
の

窓
口
へ
。

◎
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
延
滞
し

て
居
ら
れ
る
方
は
整
理
期
間

中
に
そ
っ
く
り
お
納
め
下
さ

い
。
現
在
梯
込
み
の
遅
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
強
力
に
整
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
期
限
内
に
お
納
め
下

さ
る
よ
弓
是
非
御
協
力
下
さ

い
。
（
住
宅
金
融
公
庫
南
関

東
支
所
よ
り
）
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市
営
住
宅
入
居
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
か
ら
、
入
居
資
格
の

あ
る
方
は
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
・

一
、
申
込
期
間

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
一
日

か
ら
十
二
川
ｆ
日
伝
〈
辰
一
の
十

Ｆ
聴
罪
紙
●
●
、
雌
●
Ｈ
●
心
●
畢
龍
踏
詫
今
唖
戦
』
説

総
合
グ
ラ
ソ
ド
南

建
設
場
所

高
萩
市
浜
野

P5

』 :◎
敷
金
は
家
賃
の
三
ヶ
月
分
に
相
当
す
る
金
額
を
納
付
す
る
こ
と

市
誉
住
宅

入
居
者
を
公
募

惑繊

種
別
一
坪
数
戸
数
一
家
賃

才
一
種
木
造
平
家
蓮
一
一
○
、
五
坪
一
○
戸
一
一
、
八
○
○
円
程
度

才
二
極
木
造
平
家
蓮
一
八
、
五
坪
一
○
戸
一
一
、
一
○
○
円
程
度

I
ザ

雛
日
間
で
す
。

二
、
申
込
場
所

高
萩
市
役
所
建
設
課
（
三

階
）
申
込
用
紙
は
同
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

三
、
申
込
寳
格

１
、
高
萩
市
内
に
居
住
ま
た

溌蕊
鴬

譜霧罵蕊

識:醗蕊溌鋪 鐸
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完成をいそぐ．市営住宅

１

１

１

は
勤
務
場
所
を
有
す
る
も

の
◎

盆
、
現
に
同
居
し
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
家
族

が
あ
こ
と
（
婚
姻
届
が
な

く
と
も
事
実
上
婚
姻
と
同

様
な
事
情
に
あ
る
も
の
ま

た
は
婚
約
者
も
含
む
）

３
、
收
入
の
基
準

ィ
、
オ
一
種
住
宅
の
場
合

毎
月
の
收
入
額
か
ら
扶
養

家
族
一
人
に
つ
き
千
円
を

差
引
い
た
額
が
一
万
六
千

円
を
こ
え
三
万
二
千
円
以

内
で
あ
る
こ
と
。

ロ
、
オ
ニ
種
住
宅
の
場
合

前
項
に
よ
り
算
定
し
た
額

が
一
万
六
千
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

４
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も

の
ｏ

イ
、
住
宅
以
外
の
建
物
等
に

居
住
し
、
保
安
上
危
険
も

し
く
は
衛
生
上
有
害
な
状

態
に
あ
る
住
宅
に
居
住
し

て
い
る
も
の
。

ｐ
、
他
の
世
帯
と
同
居
し
著

し
く
不
便
を
受
け
て
い
る

坐
‐
二
口
洵
圭
不
日

竣
工
予
定

生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
お

正
月
は
新
暦
で
行
い
ま
し
ょ
う

運
動
が
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。当
市
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の

運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
町
村
合

併
当
時
よ
り
提
唱
し
て
参
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
従
来
の
慣

行
を
改
め
る
こ
と
は
な
か
な
か

困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

特
に
農
山
村
方
面
に
は
種
々
な

事
情
で
困
難
性
が
あ
っ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
最
近
で
は

一
、
農
業
機
械
力
に
よ
る
農
作

業
の
能
率
向
上
と
早
期
栽
培

等
に
よ
り
收
穗
期
か
早
め
ら

れ
た
こ
と

二
、
近
時
工
鉱
業
の
発
展
に
伴

い
農
山
村
の
子
弟
の
こ
れ
ら

者
ま
た
は
住
宅
が
な
い
た

め
親
族
と
同
居
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
も
の
。

ハ
、
住
宅
の
規
模
ま
た
は
間

ど
り
が
一
世
帯
構
成
と
の

関
係
か
ら
衛
生
上
、
ま
た

は
風
紀
上
不
適
当
な
居
住

状
態
に
あ
る
者
。

二
、
正
当
な
事
由
に
よ
る
立

退
要
求
を
受
け
適
当
な
立

退
先
が
な
い
た
め
困
っ
て

い
る
者
（
自
己
の
責
に
帰

す
べ
き
事
由
に
基
く
場
合

は
除
く
）

ホ
、
住
宅
が
な
い
た
め
に
勤

務
場
所
か
ら
著
し
く
遠
隔

，
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｊ
ｊ
イ
ｊ
ｊ

お
正
月
は
新
暦
一
本
て

１
１

の
地
に
居
住
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
る
者
ま
た
は
毎
月

の
收
入
に
比
し
て
著
し
く

過
大
な
家
賃
の
支
梯
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
。

へ
、
前
各
号
に
該
当
す
る
者

の
外
現
に
住
宅
に
困
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

四
、
入
居
者
の
決
定

入
居
申
込
を
し
た
適
格
者
が

住
宅
戸
数
を
こ
え
る
場
合
は

抽
識
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

す
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
項

入
居
の
時
期
は
十
二
月
末
頃

に
な
り
ま
す
。

会
社
工
場
等
に
就
転
の
た
め

都
市
と
の
交
流
が
頻
繁
と
な

り
、
都
市
文
化
が
導
入
さ
れ

新
正
月
を
祝
賀
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と

右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
最
近

旧
正
月
を
廃
止
し
新
正
月
を

採
用
し
た
い
と
の
意
見
も
あ

り
隣
接
北
茨
城
市
に
お
い
て

も
、
明
年
よ
り
新
正
月
一
本

に
与
論
が
一
致
し
実
現
の
段

階
に
な
っ
た
旨
も
聞
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
高
萩
市
に
お

い
て
も
与
論
を
喚
起
し
各
市

町
村
と
の
連
絡
を
充
分
と
っ

て
歩
調
を
合
せ
て
今
年
よ
り

実
施
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
こ
の
問
題
に
つ
い
て
青

年
会
、
婦
人
会
、
各
種
団
体

一
般
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
御

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

雑
音
防
止
に

協
力
し
ま
し
ょ
う

美
し
い
ラ
ヂ
オ
の
音
に
耳
か
傾

け
、
興
味
満
点
の
テ
レ
ビ
に
眼

を
注
い
で
い
る
時
、
ガ
ー
ガ
ー

雑
音
が
入
っ
た
り
、
画
面
が
チ

ラ
つ
い
て
見
苦
し
く
な
っ
た
と

し
た
ら
、
こ
ん
な
下
楡
快
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ

テ
レ
ピ
を
防
吉
す
る
電
波
は
、

日
に
日
に
増
加
し
て
い
蚕
す
。

こ
れ
を
一
口
に
雑
音
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
雑
音
の
発

生
源
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
で
は

螢
光
灯
、
電
気
ド
リ
ル
、
ネ
オ

ン
電
気
コ
タ
ッ
等
で
あ
る
。
テ

レ
ビ
で
は
高
周
波
ミ
シ
ン
や
自

動
車
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
お
宅
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
に
雑
音
が
入
っ
て
お
困
り
の

時
に
は
近
所
で
も
同
様
の
雑
音

が
入
っ
て
居
り
ま
す
。

雑
音
は
そ
の
機
器
に
雑
音
防
止

器
を
取
り
付
け
れ
ば
な
く
な
り

ま
す
。
費
用
も
安
く
、
簡
草
に

取
付
か
り
ま
す
か
ら
、
自
宅
の

機
器
を
調
べ
て
近
所
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

又
新
し
く
電
気
器
具
を
購
入
す

る
際
は
、
雑
音
防
止
器
を
確
め

て
下
さ
い
。

雑
音
防
止
に
つ
い
て
は
、
水
戸

放
送
局
、
東
電
営
業
所
、
電
気

器
具
商
、
工
事
請
負
人
に
御
相

談
下
さ
い
。

役
所
産
業
課
ま
で
御
伝
へ
下

冬
ぐ
い
○
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駅
東
地
域
は
都
市
区
画
整
理
七
号
地
七
二
坪
二
七

も
い
よ
い
よ
完
結
し
て
近
代
的
八
号
地
七
二
坪
五
四

〕
新
し
い
都
市
の
区
画
が
で
き
九
号
地
七
二
坪
四
八

エ
リ
、
こ
れ
か
ら
は
附
随
の
施
一
○
号
地
七
一
坪
五
七

江
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
名
実
と
一
一
号
地
七
一
坪
三
三

℃
に
文
化
的
の
市
街
地
が
見
ら
三
一
号
地
七
一
坪
八
八

“
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
二
、
入
札
の
方
法

市
で
は
住
宅
地
の
好
適
地
と
一
般
競
争
入
札

し
て
、
才
二
回
の
公
売
、
分
譲
三
、
入
札
の
日
時
及
び
場
所

通
行
い
ま
す
か
ら
希
望
者
は
現
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
二
十

地
を
確
認
し
て
、
入
札
に
参
加
七
日
（
金
）
午
後
一
時

し
て
下
さ
い
。
高
萩
市
役
所

一
、
物
件
の
所
在
地
四
、
開
札
の
日
時

高
萩
市
大
字
高
萩
字
肥
前
山
入
札
後
即
時

一
、
九
七
七
の
一
五
の
中
五
、
入
札
保
証
金

八
札
番
号
入
札
者
一
人
に
つ
き
壷
万
円

一
号
地
二
九
坪
七
一
六
、
落
札
者
の
制
限

二
号
地
一
二
二
坪
五
一
一
人
一
筆

三
号
地
一
二
○
坪
八
六
七
．
右
以
外
の
事
項
に
つ
い
て

四
号
地
六
二
坪
八
九
は
高
萩
市
財
務
規
則
の
定
め

五
号
地
六
三
坪
○
五
る
と
こ
ろ
．
に
よ
る

六
号
地
六
二
坪
九
七
八
、
現
場
案
内

瑠鍬旨： 住
宅
地
の
分
讓

肥
前
山
市
有
地
の
公
売

よ

.’為

ﾉ'〆

右
甚
下
に

‐
Ｌ
で
わ
る

と
い
い
不
一

う
ん

y-
しJ
ｰ一

訟毒
前
十
時
よ
り

東
小
学
校
校
庭
参
集
の
こ
と

公
売
地
位
置
図

唱

市
役
所
総
務
課
財
政
係

昭
和
三
十
四
年
産
米
穀
の
減
額
申
請
に
つ
い
て
昭
和
三
匝

四
年
産
米
穀
政
府
売
渡
し
予
約
に
つ
い
て
は
多
大
の
御
協
｛

斜
年
産
米
の
減
額
申
請
は
／
、
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